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1. はじめに

　近年流行しているウェアラブル (Wearable)指向にマッチ
する通信技術として，利用者の身体を伝送線路として活用
する「人体通信技術」が注目を集めている。そもそも人体
通信は，1995年にアメリカのマサチューセッツ工科大学
(MIT)メディアラボの大学院生であった T. G. Zimmermanら
によって提案された近距離通信技術で 1)，当初はウェアラ
ブル・コンピュータの機器間接続の新技術として考案され
たと言われている。日本では 1997年に，NTTヒューマン
インターフェース研究所（当時）の福本雅朗博士（現
Microsoft Research Asia）の研究発表が，日本における最初
の本格的な人体通信研究であったと考えられる 2)。
　一方，1996年に電界強度から電気信号を計測する特殊な
オシロスコープを発表 3)していた筆者は，人体通信の際に
人体から染み出す電界計測手段を模索していた福本博士と
知り合い，縁あって 2000年から人体通信技術の研究に携わ
ることとなった。
　コンピュータやセンサ，通信端末などを利用者の身体に
装着して使用する人体通信技術の特殊性から，日本では主
に医療やセキュリティへの適用が検討されて来たが，残念
ながら現状まで普及は進んでいない。その原因だが，電気
や光の通信ケーブルが無いため，研究者や開発技術者が無
線通信と混同してしまい，従来の無線技術と同じ思想で開
発を進めて失敗を重ね，遂には時間切れや開発費枯渇によ
り開発中止に追い込まれる，というパターンが多いようで
ある。また，正しく動作する人体通信ガジェットの開発が
困難であるため，実験に裏打ちされた正しい知見を得られ
ず，電磁界シミュレーションを用いた表面的なアプローチ
から抜け出せないケースも散見される。
　特定の研究者やグループに対してのアドバイスという訳
ではないが，本当に人体通信技術の研究や普及を促進した
いのであれば，「人体通信技術≠従来の無線技術」であるこ
とを研究者自身がよく理解し，電磁界シミュレーションや
机上の論理はとは別に，実際に動作する人体通信ガジェッ

トを開発する努力を重ねた上で研究を進めることが最も大
切であることを伝えたい。
　本稿では，筆者の約 14年余に渡る研究から得た知見と，
これまでに発表した学術論文に立脚して，電圧式人体通信
技術の解説を展開するとともに，筆者が開発した最新の人
体通信ガジェットを紹介する。

2. 電圧式人体通信

2.1	 電圧式人体通信研究の歴史

　筆者の人体通信技術の研究経験と，その過程で得た知見
と見聞にもとづいて作成した電圧式人体通信技術に関する
年表を Fig. 1に示す。前章でも述べたように，研究のス
タートはアメリカMITである。その後，NTTヒューマンイ
ンターフェース研究所（当時）から NTT ドコモ マルチメ
ディア研究所（当時）を経て，一旦は NTT厚木 R&Dセン
ターに開発主体が移ったが 4)，開発方針の相違からその後
さらに開発チームが枝分かれした。
　筆者は，2003年から NTTドコモ総合研究所（当時）と
共同で研究を進め，2004年～2006年までは東京医科歯科大
に在籍しつつ，人体通信の医療分野への応用について研究
も進めた 5)。途中，2005年には東京都立産業技術研究所の
お招きを受け，日本で最初に人体通信技術の講演をさせて
頂いた 6)。その後，2007年の CEATECにおいては，世界初
となる人体通信技術を搭載した端末電話の出展を実現し
た 7)。この CEATEC 2007における発表や，その時期の新聞
やテレビ報道によって，それまではNTTとドコモの関係者
しか知らなかった人体通信技術が，広く一般に知られるこ
ととなった。Fig. 1から，2007年頃を境に新たに人体通信
の研究に興味を持つ企業や大学が増えたことがわかる。な
お，Fig. 1については，人体通信技術の萌芽期にフォーカ
スしているため，2010年頃までに人体通信技術に関する学
術論文を発表している個人や企業を研究者と定義して記載
しており，それ以降に研究を始めた研究者や学術論文を発
表していない個人または企業については記載の対象として
いない。余談になるが，CEATEC 2007の会場で初めて名刺
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